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モ ル モ ッ ト に お け る ツ ベ ル ク リ ン 反 応

第5報 各菌株感作後40週 まで観察 した動物 にお ける個体 による反応の変動

三 浦 馨 ・浅 見 望

国立予防衛生研究所結核部(部 長 柳沢 謙)

受 付 昭 和51年9月15日

I緒 言

第4報1)に も述べ たこ如 く,今 日まで の ところモルモ ッ

トにお けるッベルク リン反応 の推移 に関 し,群 別 の平均

値 による ものは2,3あ るけれ ども,個 々の動物 におけ

る反応 の変動 についてはその記載 が見 当 らない。われわ

れ も第4報 において青 山B死 菌流動 パ ラフィン感作 群お

よび,H2,BCG,18-b等 の生菌 感作群にお けるツベル

ク リン反応の推移 を感作後40週 まで追求 し,こ れ を群別

に検討 したので あるが,今 回 はこれ らの動物 を個体別 に

反応 の変動 を調べ たこので,こ こにその大要 を報告す る。

1【 実 験 方 法

1.動 物,試 料等 はすべ て第4報 と同一 の ものであ る

か ら省 略す る。ただ,群 別 の感作 法を記す と,1群18-b

生菌1mg,II群BCG生 菌1mg,III～V群 はH2生 菌

0.0001mg,0.01mg,1mg,VI群 青 山B死 菌流 動パ ラフ

ィン6mgで あ る。

2.変 動の算出法:個 々の動物 について,反 応の最大

時の6週 か ら40週 まで(6,8,12,16,20,24,28,32,

36,40等 の週)の10回 の反応 を次式 によっ て変動 を求 め

たこ。

例 えば1,000倍 稀釈液 の24時 間 にお け る6～40週 まで

の反応 を動物No.1お よびNo.103に ついて計算 すれば

次 の如 くで あ る。

No.1No.103

週 反応 の大 きさxx2反 応の大 きさxx2

III実 験 成 績

使用頭数59匹 の6～40週 まで10回 にわた るッベル ク リ

ン反応 の変動 を計算 したのであ るが,紙 面 の関係上 ここ

には これ らの変動 の分布 を一括表示 す る。

表1感 作後6～40週 まで10回 のOT1,000借 稀釈液 による反応 の各個体別変動(u2)

注1群:18-b生 菌1mg,II群:BCG生 菌1mg,III～V群:H2生 菌0.0001,0.01,1mg,VI群:青IUB死 菌 疏 ハ °ﾗ6mg
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1.1,000倍 稀釈液 によ る変動

この成績 は表1の 如 くで あ る。 まず,24時 間におけ る

反応の大 きさの平均値 をみるに,1群 は最 も小 さ く12.4

mm,次 で群の番号順 に反応の大 きさを増 し,VI群 は最

も大 き く,19.4mmで あつた。次 で,変動(u2)の 分布 な ら

びに平均 をみ るに,1お よびII群 で は0.3以 下 の ものが

多いので その平均 値 も0.3で 最 も小 さかつ た。III群で は

0.6以 下の ものが大半 を占めるので,そ の平均値 も0 .48

となつた。IV群 お よびV群 で は分布が広い ためその平均

値は0.77で あって最 も大 きな値で ある。最後 に,VI群 の

u2の 分布 は0.6以 下 とそれ以上 とが ほぼ半数 を占め
,そ

の平均 値 は0.7と なつ てい る。48時 間 にお けるu2の 分布

は各群 ともか な り広 く分散 してお り,特 にu2が1.4以 上

の ものは各群 と も数例認 め られ た。 それ故U2の 平均値

も一般 に24時 間値 に比 べて大 きかつ た。す なわち,そ れ

の最 も小 さいのはII群 の0.55で あ り,最 も大 きい のはIV

群 の1.07で あつた。その他の ものは この両者の 中間で あ

つ た。か くの如 く,個 々の変動 は24時 間 よ りも48時間 の

方 が大 きく表 われていた。また,18-bお よびBCG株 等

にお いては一般 に個 々の変動 は少ないが,H2感 作群特

に大量 の1mg接 種 の場合 の変動 は最 も大 きかつた。青

山B死 菌流動 パ ラフィン感作 群にお ける変動 も比較的大

きか つたこ。

2.10,000倍 稀釈液 によ る変動

表2感 作後6～40週 まで10回 のOT10,000倍 稀釈液 に よる反応 の各個体別変動(u2)

注 表1に 同じ

これを表 示すれば表2の 如 くであ る。まず,24時 間 に

おけ るu2を み るにI群 お よびni群 は最 も小 さ く0.5内 外

であ る。 これに次 ぐはIV群 の0.77で あつた。 この外はい

ず れ もu2は1.0以 上を示 し,そ の うちV群 は最 も大 きな

値 であつた。それ故 に,各 群 と もu2が1.0以 上を示 す も

のが多か つた。 これを さきの1,000倍 稀釈液 に よる24時

間値 に比べ ると,一 般 に変動値 は大 きか つた。次 ぎに,

48時 間値 についてみ るのに,一 般 に24時 間 におけ るよ り

もU2は さらに,大 きな値 を示 してい た。か くの如 く,I

群お よびII群 は10,000倍 稀釈液 におい て も変動 は少 なか

っ た。 これ に反 し皿,V,VI群 等 は比較的大 きな変動 を

示 した。 この外,59例 について反応 の大 きさとU2と の相

関表 を作 つ てみたが,相 関 は認 め られ なかっ た。

IV考 案

さきに,わ れわれは各種結 核菌感染動物 にお けるツベ

ルレク リン反応の推移 を群別の平均 値に よってみ た場合,

死 菌流 動パ ラフィンは最 も変 動少な く,こ れ に次 ぐはB

CG生 菌感作群 と18-b生 菌感作群 の順 であ り,H2生 菌

感 作群は最 も変動 が多かつた。 ところが同一動物 を個体

別に変動 を調べてみ ると,変 動 の最 も少 ない のは18-bお

よびBCG感 作群 であ り,最 も変動 の多いのはH2lmg

感作群で あつ た。 その他 は,OTの 濃 度 と判 定時 間 とに

よつて順位が前後 してい るが,い ず れ も上記 の中間 に位

してい た。す なわ ち,前 報 の群別 によ る平均値 で変動 の

多いH2感 作群が個体別 にみた際 も変動 の多 い ことは当

然であ るが,群 別の場合変動の最 も少 なかつ た死菌流動

パ ラフィン群が個体別で は比較的変動 の多か つたこ とは

予 想に反 した。ま た,一 般 にツベルレク リン ・ア レルレギ ー

の弱い ものは変動 も多い と考 え られてい たが,18-bやB

CG感 作 群の個 体別変動 は最 も少なかっ た。 それ故 に,

各個 体の変動 を反応 の大 きさと変動の大 きさとの相関表

を作 つてみたが,そ の間に有意の相関 は認め ることがで

きなか つた。要 す るに,各 個 体にお けるツベルレク リン反

応 の大 きさは測定 の時期 によつてかな りの変動がみ られ

るものであ る。 この原 因は内因 と外因 とに別 け られ る。

内因 と考 え られ る ものは菌 の消長 に よるツベル ク リン ・

ア レルレギ ーの変 動 と生 体の反 応性(栄 養状態,疾 病等)

の変化 によ る もの とがあ る。外因 として考 え られ ること

は ツベルク リン反応 の手技,す なわ ち,使 用 ツベル ク リ

ンの濃 度,判 定時 間,注 射 部位,反 覆注射 等に よつて起

る ものであ る。特 に最近,人 体にお けるツベル ク リン反
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応においては,ツ ベル ク リンの反覆注射お よび注射部位

差等の ため,反 応 の出現時間お よび大 きさ等 に もか な り

の相違の あるこ とが認 め られてい る2)～9)。われわれの実

験 におい て も実験 開始か ら40週 までの間に ツベル ク リン

の注射 回数 は12回 の多 きに達 してい る。 もちろん注射 の

都度左右交互 に実施 したのであ るが,人 体 におけ ると同

様,反 覆注射 または部位差 は一応考慮 せねばな らない。

このよ うに,たことえ生 体の真のア レルレギーが常 に一定で

あって も,種 々の外因に よ り反応上差異 を生ず るこ とが

あ るか ら,こ の よ うな実験 にはこれ らの点 を充分考慮 し

て行わねば な らない。 なお,皮 内反応以外 の方法 によつ

て ア レルギ ーの消長 を調べ ることがで きれば,こ れ らの

問題 も解決す る ことがで きるで あろ う。

V結 言

モ ルレモ ツ トに18-b,BCG生 菌1mg,H2生 菌0.0001

mg,0.01mg,1mg,お よび 青 山B死 菌 流 動 パ ラ フ ィ ソ

6mg等 感 作 した 動物 の ツ ベルレク リン反 応 をOT1,000倍

お よび10,000倍 稀 釈 液 を もつ て,感 作 後 ほぼ4週 毎 に40週

まで の ツ ベル ク リ ン反 応 の推 移 を個 体 別 に み た とこ ろ,

1.変 動 の小 さい の は18-bお よびBCG感 作 群 で あ

り,H21.0mg感 作 群 は最 も変 動 多 く,そ の他 の もの は

この両者 の中間で あつ た。

2.死 菌流動 パ ラフ ィン感作群 も比較的変動 が多かつ

たこ。

3.OTの1,000倍 と10,000倍 稀釈液 によ る反応 の変

動で は前者 よ り後者 がやや大 きか つた。

4.24時 間 と48時 間 との判定時 間に よる変動 を比べ る

と前者 よ り後者 が大 きかつた。

終 りに臨み御 校閲,御 指導を賜つた柳沢部長 に感謝す

る。
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